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ここでちょっと一息 Coffee Break

バーチャル空間と現実空間、
住宅見学もゲーム感覚に
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ま
す
。
か
つ
て
は
国
内
需
要
に
お
け
る
日

本
企
業
の
出
荷
比
率
は
約
７
割
で
し
た

が
、
中
国
な
ど
が
台
頭
し
価
格
が
低
下
、

直
近
で
は
４
割
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
高
付
加
価
値
パ
ネ
ル
が
求
め
ら
れ

る
市
場
に
焦
点
を
当
て
、
新
し
い
市
場
の

創
造
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、

建
物
の
壁
面
、
重
量
制
約
の
あ
る
工
場
や

倉
庫
の
屋
根
、
自
動
車
な
ど
、
今
ま
で
太

陽
光
パ
ネ
ル
が
導
入
で
き
な
か
っ
た
箇
所

に
設
置
で
き
る
も
の
を
開
発
し
て
、
導
入

領
域
を
拡
大
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
す

（
図
２
）
。
建
物
の
壁
面
利
用
で
は
、
建

材
や
窓
ガ
ラ
ス
と
一
体
化
し
た
太
陽
光
パ

ネ
ル
の
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
」

リ
サ
イ
ク
ル
や
立
地
制
約
な
ど
の

課
題
に
も
取
り
組
む

　

今
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
対
策
が
急
が

す
る
③
系
統
制
約
の
緩
和
や
④
発
電
コ
ス

ト
の
低
減
も
解
決
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

課
題
だ
。
ま
た
農
地
や
水
上
な
ど
で
太
陽

光
発
電
を
行
う
場
合
の
⑤
安
全
性
向
上
を

図
る
た
め
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
も
進

め
ら
れ
て
い
る
。

  

「
系
統
制
約
に
つ
い
て
は
、
太
陽
光
発
電

側
が
一
定
の
間
隔
で
出
力
制
御
の
調
整
を

行
い
、
自
ら
電
力
系
統
を
需
給
調
整
す
る

シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

競
争
力
を
持
つ
た
め
に
は
発
電
コ
ス
ト
の

低
減
が
必
要
で
す
。
建
物
の
壁
面
や
工
場

の
屋
根
な
ど
、
市
場
ご
と
に
必
要
な
性
能

と
コ
ス
ト
が
異
な
る
た
め
、
発
電
コ
ス
ト

の
低
減
を
図
り
な
が
ら
市
場
の
特
性
に
応

じ
た
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
技
術
開
発
を
進
め

て
い
ま
す
。
加
え
て
、
よ
り
変
換
効
率
の

高
い
次
世
代
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
開
発
も
進

め
て
い
き
ま
す
」

新
築
戸
建
住
宅
の
太
陽
光
発
電
を

２
０
３
０
年
ま
で
に
６
割
に
す
る
に
は

　

国
は
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
新
築
戸
建

住
宅
の
６
割
に
太
陽
光
発
電
の
設
置
を
目

指
す
数
値
目
標
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

新
築
戸
建
の
太
陽
光
発
電
の
搭
載
率
は
増

加
傾
向
で
、
２
０
２
１
年
度
推
計
で
は

23
％
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
搭
載
率
を

上
げ
る
た
め
に
ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
は
何
か
。

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
盤

と
し
て
期
待
さ
れ
る

太
陽
光
発
電
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
で
、
太
陽

光
発
電
は
さ
ら
な
る
普
及
の
余
地
が
あ
る

と
さ
れ
、
拡
大
が
最
も
期
待
さ
れ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
だ
。
太
陽
光
発
電
の
利
点
は
い
く

つ
も
挙
げ
ら
れ
る
。

  

「
利
点
の
一
つ
は
、
日
射
が
あ
る
限
り

発
電
が
可
能
で
Ｃ
Ｏ
２
を
出
さ
な
い
点
で

す
。
ま
た
日
本
で
は
風
力
発
電
と
並
ん

で
、
将
来
の
発
電
コ
ス
ト
低
減
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
広
大
な
敷

地
が
な
く
て
も
都
心
部
の
住
宅
の
屋
根

や
、
将
来
は
建
物
の
壁
や
車
な
ど
へ
の

設
置
も
可
能
に
な
り
、
設
置
場
所
を
他

の
用
途
と
共
用
で
き
る
利
点
も
あ
り
ま

す
。
災
害
な
ど
の
停
電
時
に
は
、
太
陽

光
発
電
は
自
立
運
転
で
き
る
こ
と
も
大

き
な
魅
力
で
す
」

　

太
陽
光
発
電
の
年
間
導
入
量
は
中
国
、

米
国
、
ベ
ト
ナ
ム
に
次
ぐ
世
界
第
４
位

で
、「
国
土
面
積
が
狭
い
割
に
頑
張
っ
て

い
る
」
状
況
だ
と
い
う
＊
３
。
ま
た
、
電
力

需
要
に
占
め
る
供
給
割
合
は
８
・
３
％
と
、

世
界
で
も
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
＊
４
。
し
か

し
今
、
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
の

も
事
実
だ
。

今
後
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い

高
付
加
価
値
の
市
場
創
出

　

普
及
に
向
け
た
課
題
と
し
て
は
、「
高

い
発
電
コ
ス
ト
」
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る

「
不
安
定
な
供
給
量
」
、
電
力
系
統
の
「
接

続
許
容
量
問
題
」
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
「
設

置
用
地
不
足
」
、
輸
入
に
頼
る
「
太
陽
電

池
モ
ジ
ュ
ー
ル
（
パ
ネ
ル
）」
、「
安
全
性

と
廃
棄
の
問
題
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
で
は
、
太
陽
光
発
電
の
大
量

導
入
社
会
を
円
滑
に
実
現
す
る
た
め
の
戦

略
と
し
て
、
新
た
な
技
術
開
発
指
針
「
太

陽
光
発
電
開
発
戦
略
２
０
２
０
」＊
５
を
策

定
し
た
。
そ
の
中
で
、
今
後
の
発
展
に
向

け
て
解
決
が
必
要
な
「
５
つ
の
課
題
」
を

提
示
し
、
課
題
へ
の
取
り
組
み
方
針
を
示

し
て
い
る
。

  

「
課
題
は
①
太
陽
光
発
電
産
業
の
高
付
加

価
値
化
、
②
循
環
型
社
会
の
構
築
（
リ
サ
イ

ク
ル
技
術
の
開
発
）
、
③
立
地
制
約
と
系
統

制
約
の
顕
在
化
、
④
発
電
コ
ス
ト
の
低
減
、

⑤
安
全
性
向
上
の
５
つ
で
す
（
図
１
）
。

　

①
高
付
加
価
値
化
と
し
て
、
国
産
太
陽

光
パ
ネ
ル
の
競
争
力
の
強
化
を
図
っ
て
い

2050年カーボンニュートラル実現のため、官民を挙げて様々な取り組みが進んでいる。
2021年10月に閣議決定された第6次エネルギー基本計画では、電力構成のうち、

再生可能エネルギーの占める割合を増やすことを目標としており、内訳では太陽光発電の比率が最も高い＊1。
また、政府の検討会＊2において、新築戸建住宅の太陽光発電設備の設置率を、

2030年までに6割にするという目標も掲げられた。
新築戸建住宅では太陽光パネル搭載標準化の動きが進んでいるが、さらなる普及拡大を図るため、

設置制限をクリアできる新商品や導入コストの負担軽減、加えて廃棄問題まで取り組む必要があるだろう。
そこで今号では、太陽光発電の今後の発展に必要な課題解決の戦略と、

付加価値を提供する新商品や新サービス、そして先進的なリサイクル技術などを紹介する。

さらなる普及拡大へ
太陽光発電の新潮流

特  集

  

「
普
及
を
後
押
し
す
る
に
は
、
太
陽
光
パ

ネ
ル
の
低
コ
ス
ト
化
や
軽
量
化
、
そ
し
て

耐
久
性
を
ア
ッ
プ
し
た
長
寿
命
化
な
ど
の

推
進
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の

パ
ネ
ル
は
、
家
屋
に
設
置
し
や
す
い
台
形

や
三
角
形
な
ど
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
る

多
様
性
や
、
屋
根
や
壁
と
一
体
化
し
た
意

匠
性
、
反
射
光
を
低
減
さ
せ
る
防ぼ

う
げ
ん
せ
い

眩
性
な

ど
も
兼
ね
備
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

太
陽
光
発
電
の
投
資
回
収
期
間
は
消
費

者
が
重
要
視
す
る
と
こ
ろ
か
と
思
い
ま

す
。
蓄
電
池
と
の
組
み
合
わ
せ
を
提
案
す

る
な
ど
で
、
搭
載
率
を
上
げ
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
屋
根
を
貸
し
て

無
償
で
太
陽
光
発
電
を
設
置
す
る
、
Ｐ
Ｐ

Ａ
モ
デ
ル
の
普
及
な
ど
が
期
待
で
き
ま
す
」

れ
る
の
が
、
②
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
確
立
で
あ
る
。
今
後
、

製
品
寿
命
を
迎
え
た
大
量
の
パ
ネ
ル
の
廃

棄
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
技

術
の
早
急
な
確
立
が
重
要
に
な
る
。

  

「
２
０
３
２
年
ご
ろ
か
ら
大
量
に
廃
棄
パ

ネ
ル
が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
は
、
構
成
す
る
部
品
を
分

離
す
る
の
が
難
し
い
製
品
で
す
が
、
資
源

と
し
て
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
、
リ
サ
イ

ク
ル
技
術
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。  

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
③
立
地
制
約
に
つ
い

て
は
、
平
坦
な
土
地
は
導
入
が
進
ん
だ

た
め
既
に
不
足
し
て
お
り
、
農
地
の
上

や
水
上
な
ど
の
利
用
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
農
地
を
利
用
す
る
営
農
型
太
陽
光

発
電
は
、
農
業
収
入
と
発
電
収
入
が
得

ら
れ
る
の
で
農
家
に
メ
リ
ッ
ト
を
も
た

ら
し
ま
す
。
加
え
て
、
日
射
が
強
い
地
域

で
は
太
陽
光
パ

ネ
ル
で
日
射
量

を
調
整
し
て
、

葉
物
野
菜
の
収

穫
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
」

　

さ
ら
に
、
需

給
バ
ラ
ン
ス
を

取
る
た
め
に
発

電
出
力
を
制
御

国立研究開発法人 新エネルギー・
産業技術総合開発機構（NEDO）

新エネルギー部
太陽光発電グループ 主任研究員 

山崎 光浩氏

トヨタが「プリウス PHV」のルーフやフード、バックドアな
どに太陽光発電パネルを搭載し、公道走行用実証車を製作

＊1：再生可能エネルギーの割合を2019年の18％から、2030年には36～38％まで増やすことを目指す。再生可能エ
ネルギーのうち、太陽光発電の割合は14～16％、水力11％、風力・バイオマスがそれぞれ5％と目標を定めた

＊2：2021年8月に国土交通省、経済産業省、環境省の3省連携で設置した「脱炭素社会に向けた住宅・建築物の省エ
ネ対策等のあり方検討会」

＊3  出所：株式会社資源総合システム調べ
＊4  出所：IEA PVPS Snapshot of Global PV Markets 2021
＊5：右記URLを参照　https://www.nedo.go.jp/news/press/AA5_101396.html

次世代型太陽電池の開発
　現在、市場の９割以上を占めているのはシリコン系太
陽電池だが、それに対抗できる太陽電池として有望視さ
れているのが、有機系の次世代型太陽電池「ペロブスカ
イト太陽電池」だ。現在は研究開発途上であるものの、「軽
く」「薄く」「柔らかく」、フレキシブルな形状で、今まで
設置できなかった壁面など曲面への設置が可能になる。
日本が得意とする化学材料であり優位性があるとして、
国は２０３０年度までの市場形成を目指している。その他、
次世代型として、
高効率の「Ⅲ-Ⅴ化
合物太陽電池」や
「ＣＩＳ系薄膜太陽
電池」などがある。 出所：積水化学工業

図 1. 太陽光発電の発展に向けて
 解決が必要な5つの課題

①太陽光発電産業の高付加価値化

新市場創出

②循環型社会の構築

リサイクル技術
の開発

④発電コストの低減

各分野のニーズに
応じたコスト低減

③立地制約と
系統制約の顕在化

水上や営農の新分野展開、
系統影響の緩和

⑤安全性向上

安全ガイドライン
策定

図2.  太陽光パネルをEV車に搭載
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新
商
品
の
事
例

新
サ
ー
ビ
ス
の
事
例

図. PPAサービス「エネカリプラス」の仕組み ニ
ー
ズ
の
広
が
り
を
感
じ
て
い
ま
す
」

　

建
材
と
一
体
化
し
た
太
陽
電
池
の
需
要

は
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
を
進
め
る
都
心
部
の
中
高

層
建
築
物
な
ど
に
広
が
り
そ
う
だ
。

れ
な
い
備
え
で
あ
る
こ
と
、そ
し
て
お
客
さ

ま
に
と
っ
て
自
家
消
費
の
方
が
お
得
な
時

代
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
『
く
ら
し
上
手
』
は

32
万
件
、電
化
プ
ラ
ン
は
82
万
件
の
契
約

を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

出
力
保
証
を
し
て
お
り
、
耐
久
性
や
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
性
は
既
存
の
建
材
と
遜
色
あ
り

ま
せ
ん
。
様
々
な
開
口
部
や
壁
面
積
に
合

わ
せ
た
寸
法
設
計
が
可
能
で
す
」

　

既
存
の
ビ
ル
に
も
ガ
ラ
ス
建
材
の
一
種

と
し
て
設
置
が
可
能
だ
。

太
陽
光
電
力
の
地
産
地
消

　

太
陽
光
発
電
の
導
入
形
態
の
多
様
化
が

求
め
ら
れ
る
現
在
、
建
材
一
体
型
外
装
シ

ス
テ
ム
の
今
後
の
展
望
を
ど
う
捉
え
て
い

る
の
か
。

  「
小
さ
な
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

今
後
、
日
本
で
普
及
す
る
一
つ
の
領
域
に
な

る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。
建
築
物
の
南

の
壁
面
は
も
ち
ろ
ん
、
東
西
壁
面
で
の
発
電

も
朝
夕
の
電
力
需
要
に
応
じ
て
バ
ラ
ン
ス
よ

く
自
家
消
費
で
き
る
の
で
、
太
陽
光
発
電

に
よ
る
電
力
の
地
産
地
消
が
進
む
と
考
え

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
災
害
時
に
非
常
用
電

源
と
し
て
使
用
で
き
る
こ
と
も
、
大
き
な
利

点
で
す
。
太
陽
光
の
低
反
射
機
能
の
あ
る

防
眩
型
の
太
陽
電
池
の
開
発
や
、
景
観
条

例
に
適
合
す
る
壁
面
防
眩
カ
ラ
ー
の
商
品

展
開
も
進
め
て
お
り
、
さ
ら
に
設
置
で
き
る

場
所
が
広
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

最
近
は
、
ビ
ル
の
建
設
計
画
が
あ
る
と
、

ま
ず
壁
や
窓
ガ
ラ
ス
へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル

設
置
の
お
問
い
合
わ
せ
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

定
と
な
り
、住
宅
設
備
修
理
サ
ー
ビ
ス
も

無
料
で
附
帯
し
て
い
る
。

同
時
に
、導
入
促
進
を
支
援
す
る
Ｐ
Ｐ
Ａ

サ
ー
ビ
ス「
エ
ネ
カ
リ
プ
ラ
ス
」を
関
東
エ

リ
ア
＊
３
で
開
始
。
契
約
者
は
屋
根
を
東
電

Ｅ
Ｐ
に〝
貸
す
〟か
た
ち
で「
太
陽
光（
必
須
）」

や「
蓄
電
池
ま
た
は
お
ひ
さ
ま
エ
コ
キ
ュ
ー

ト
」を
設
置
し
、発
電
し
た
電
気
は
使
い
放

題
で
東
電
Ｅ
Ｐ
に
一
定
の
サ
ー
ビ
ス
料
を

支
払
う
仕
組
み
。
こ
れ
に
よ
り
初
期
費
用

な
し
＊
４
で
、太
陽
光
や
蓄
電
池
な
ど
を
導

入
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
も
東
京
電
力
グ
ル
ー

プ
と
し
て
太
陽
光
や
蓄
電
池
な
ど
を
定
額

リ
ー
ス
方
式
で
提
供
す
る「
エ
ネ
カ
リ
＊
５
」

を
全
国
展
開
し
て
い
た
が
、「
エ
ネ
カ
リ
」と

の
違
い
は
、設
備
の
運
用
や
余
剰
電
力
の
管

理
も
東
電
Ｅ
Ｐ
が
行
う
た
め
、契
約
者
の
手

間
が
少
な
い
こ
と
だ
。
さ
ら
に「
お
ひ
さ
ま

エ
コ
キ
ュ
ー
ト
」を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

自
家
消
費
が
出
来
る
。

「
設
置
か
ら
管
理
ま
で
す
べ
て
当
社
が
行

う
た
め
、設
置
経
験
が
浅
い
工
務
店
で
も
安

心
し
て
お
客
さ
ま
に
勧
め
て
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
資
材
の
値
上
が
り
等
で
太
陽
光
ま
で

予
算
を
取
れ
な
い
と
い
う
物
件
に
も
お
す

す
め
で
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
で
今
ま
で
Ｚ
Ｅ

Ｈ
を
あ
ま
り
導
入
し
て
い
な
い
工
務
店
や

ビ
ル
ダ
ー
の
導
入
率
向
上
に
も
貢
献
で
き

れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。
災
害
に
左
右
さ

つ
の
タ
イ
プ
を
組
み
合
わ
せ
て
、
ビ
ル
な

ど
の
様
々
な
建
築
物
の
外
装
を
構
成
で
き
る
。

  

「
ソ
リ
ッ
ド
タ
イ
プ
は
太
陽
電
池
の
電
極

線
を
見
え
な
く
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
意
匠
性

が
高
く
、
シ
ー
ス
ル
ー
タ
イ
プ
は
太
陽
電

池
セ
ル
を
ス
ト
ラ
イ
プ
状
に
合
わ
せ
て
ガ

ラ
ス
内
に
挟
み
込
ん
だ
、
太
陽
光
発
電
ガ

ラ
ス
で
す
。
Ｌ
ｏ
ｗ-

Ｅ
ガ
ラ
ス
と
の
複
層

ガ
ラ
ス
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
Ｌ
ｏ
ｗ-

Ｅ

層
で
反
射
し
た
近
赤
外
線
を
受
け
止
め
る

両
面
受
光
な
の
で
、
太
陽
電
池
の
表
裏
で

同
時
に
発
電
で
き
ま
す
。
光
の
透
過
性
が

40
〜
50
％
と
非
常
に
高
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
旧
製
品
の
シ
ー
ス
ル
ー
太
陽
電
池
（
透

過
率
10
％
）
と
同
等
の
発
電
が
可
能
で

す
。
ま
た
、
ペ
ア
ガ
ラ
ス
の
た
め
断
熱
性

能
の
向
上
も
見
込
め
ま
す
。

  

『T-G
reen M

ulti Solar

』
は
通
常
の

壁
材
、
窓
材
と
し
て
利
用
で
き
る
太
陽
電

池
で
あ
る
た
め
、
外
壁
や
サ
ッ
シ
の
工
法

を
そ
の
ま
ま
活
用
で
き
ま
す
。
30
年
間
の

開
発
し
た
の
が「
お
ひ
さ
ま
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
」

だ
。
電
力
中
央
研
究
所
や
給
湯
機
メ
ー

カ
ー
と
共
同
で
開
発
し
た
日
本
初
の
昼
間

沸
き
上
げ
タ
イ
プ
の
給
湯
機
と
な
る
。

「
蓄
電
池
の
導
入
が
難
し
い
家
庭
が
多

い
中
、ど
の
ご
家
庭
に
も
あ
る
給
湯
機
を

太
陽
光
の
発
電
時
に
沸
き
上
げ
る
昼
型
に

す
る
こ
と
で
電
気
を
自
家
消
費
で
き
な
い

か
と
考
え
ま
し
た
。
昼
間
の
暖
か
い
空
気

を
利
用
で
き
る
の
で
深
夜
に
沸
か
す
従
来

の
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
よ
り
も
高
効
率
で
、お

湯
も
そ
の
日
の
夜
に
使
え
る
た
め
、放
熱

ロ
ス
が
軽
減
し
ま
す
」

今
年
２
月
か
ら
は「
太
陽
光
」＋「
お
ひ

さ
ま
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
」を
利
用
し
て
い
る

方
を
対
象
に
定
額
電
気
料
金
プ
ラ
ン「
く

ら
し
上
手
」も
ス
タ
ー
ト
。「
お
ひ
さ
ま
エ

コ
キ
ュ
ー
ト
」が
お
得
に
使
え
る
料
金
設

「
建
材
で
す
が
、
発
電
し
ま
す
」

　

住
宅
用
の
「
瓦
一
体
型
太
陽
電
池
」
な

ど
、「
建
材
一
体
型
商
品
」
を
開
発
す
る
総
合

化
学
メ
ー
カ
ー
の
カ
ネ
カ
。
同
社
の
太
陽

電
池
事
業
の
歴
史
は
古
く
、
１
９
９
８
年
に

は
発
電
層
が
非
常
に
薄
い
「
薄
膜
シ
リ
コ
ン

太
陽
電
池
」
の
製
造
を
開
始
し
て
い
る
。

２
０
１
５
年
以
降
、
新
た
な
製
品
開
発
に

取
り
組
み
、
２
０
１
９
年
に
外
壁
・
窓
で
発

電
す
る
建
材
一
体
型
の
外
装
シ
ス
テ
ム

「T-G
reen M

ulti Solar

」
を
発
表
し
た
。

　
「T-G

reen M
ulti Solar

」
は
、
大
成

建
設
の
設
計
施
工
ノ
ウ
ハ
ウ
と
、
カ
ネ
カ

の
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
技
術
を
組
み
合

わ
せ
実
現
し
た
。
同
シ
ス
テ
ム
に
は
２
種

類
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、
外
壁
用
に
は
太
陽

電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
外
装
パ
ネ
ル
化
し
た

「
ソ
リ
ッ
ド
タ
イ
プ
」
、
窓
用
に
は
窓
ガ
ラ

ス
と
一
体
化
し
た
太
陽
電
池
を
配
置
し
た

「
シ
ー
ス
ル
ー
タ
イ
プ
」
が
あ
る
。
こ
の
２

太
陽
光
発
電
に
よ
る
電
気
は

「
売
る
」か
ら「
た
め
て
使
う
」時
代
に

自
然
災
害
に
対
す
る
安
全
確
保
や
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
関
心
の
高
ま
り
な

ど
、
消
費
者
の
意
識
は
大
き
く
変
化
し
、

家
庭
分
野
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
設
備
の

普
及
拡
大
も
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

「
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
お
け
る
売
電
価
格
は
右
肩
下

が
り
の
傾
向
で
、48
円
＊
１
か
ら
17
円
＊
２
ま

で
低
下
し
て
お
り
、太
陽
光
発
電
で
作
っ
た

電
気
は
、〝
売
る
〟か
ら〝
た
め
て
使
う
〟と
い

う
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
当

社
で
は
、太
陽
光
で
作
っ
た
電
気
の
自
家
消

費
を
促
す
新
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

太
陽
光
設
備
の
普
及
拡
大
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

ま
ず
、〝
上
手
に
電
気
を
使
う
〟た
め
に

外
壁
や
窓
で
発
電
す
る
外
装
シ
ス
テ
ム

「T
-Green

® M
ulti Solar

」を
開
発

太
陽
光
発
電
の〝
自
家
消
費
〟を
促
す

新
サ
ー
ビ
ス
で
設
備
の
普
及
拡
大
を
目
指
す

― 

株
式
会
社
カ
ネ
カ

― 

東
京
電
力
エ
ナ
ジ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
株
式
会
社　

カ
ネ
カ
と
大
成
建
設
が
共
同
開
発
し
た
、
外
壁
や
窓
と
一
体
化
さ
せ
た
太
陽
電
池
の

外
装
シ
ス
テ
ム
「T

-G
re

e
n M

u
lti S

o
la

r

」
は
、
高
い
発
電
効
率
と
意
匠
性
に

加
え
て
、
採
光
・
眺
望
・
遮
熱
・
断
熱
な
ど
の
機
能
を
備
え
た
新
し
い
建
材
だ
。

家
庭
分
野
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
、
東
京
電
力
エ
ナ
ジ
ー

パ
ー
ト
ナ
ー
（
東
電
Ｅ
Ｐ
）
で
は
『
太
陽
光
で
電
気
を
「
つ
く
る
」「
た
め
る
」「
つ
か
う
」』

と
い
う
新
し
い
暮
ら
し
方
を
提
案
。
毎
月
定
額
で
利
用
可
能
な
Ｐ
Ｐ
Ａ
サ
ー
ビ
ス
に

加
え
て
、
電
気
の
自
家
消
費
を
促
進
す
る
新
料
金
プ
ラ
ン
を
提
供
し
、
太
陽
光
発
電

の
普
及
拡
大
を
目
指
す
。

PV & Energy management 
Solutions Vehicle

BIPV事業開発グループリーダー

中島 昭彦 氏

販売本部お客さま営業部
サービス企画・電化推進グループ

課長

八木澤 宏隆 氏

さらなる普及拡大へ
太陽光発電の新潮流

特  集

電極線が外観から
見えないセル構造

複層ガラス 日射

日射

遮熱
断熱

発電可視光

Low-E膜

近赤外線両面太陽電池

表裏で同時発電

眺望

採光

【ソリッドタイプ】【従来型】

電極線

① ソリッドタイプ（外壁部）

高い意匠性を有する太陽電池

高い透過率を有する太陽電池

② シースルータイプ（窓部）

空気層

屋
外

屋
内

ガラス

Low-E膜

＊1：10kW未満の家庭用1kWhあたりの最高買取価格
＊2：2022年度の10kW未満の家庭用1kWhあたりの買取価格
＊3：栃木県、群馬県、茨城県、埼玉県、千葉県、東京都（島嶼地域を除く）、神奈川県、山梨県および静岡県（富士川以東）となる
＊4：別途、足場代等の費用がかかる場合がある。また、おひさまエコキュートが住宅に標準採用されている場合、ご契約の建築会社へ直接お支払いが生じる
＊5：東電EP子会社のTEPCOホームテックが販売する太陽光発電設備および省エネ機器等を定額でご利用いただけるサービス

図.  ソリッドタイプ（外壁部）とシースルータイプ（窓部）の特長

東電EP所有の
機器を設置

発電した電気は
使い放題※

契約期間満了後に
無償で譲渡

サービス料金
お支払い

※太陽光で発電した余剰電力は、東電EPが利用。
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立
て
処
分
場
も
限
ら
れ
て
き
ま
す
」

　

太
陽
光
パ
ネ
ル
は
、「
廃
棄
等
費
用
積
立

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
よ
り
２
０
２
２
年
７

月
か
ら
適
正
な
廃
棄
に
向
け
て
廃
棄
費
用

の
積
み
立
て
が
義
務
化
さ
れ
る
＊
２
。
埋
め

立
て
処
分
以
外
の
リ
サ
イ
ク
ル
需
要
は
、

今
後
ま
す
ま
す
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。

  

「
当
社
で
も
リ
サ
イ
ク
ル
の
普
及
に
こ
れ

ま
で
以
上
に
注
力
し
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

可
能
に
す
る
処
理
フ
ロ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　

た
だ
し
、
割
れ
や
破
損
が
激
し
い
パ
ネ
ル

の
場
合
は
こ
の
方
法
で
処
理
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
、
圧
縮
破
砕
を
行
う
提
携
業

者
に
依
頼
し
、
再
資
源
化
を
図
っ
て
い
る
。

張
り
替
え
な
ど
で
廃
棄
さ
れ
た
ま
だ
使
え

る
パ
ネ
ル
は
、
リ
ユ
ー
ス
し
て
海
外
な
ど
に

販
売
。
現
在
は
お
よ
そ
15
万
枚
が
リ
ユ
ー

ス
、
３
万
枚
が
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
う
比
率
だ
。

  

「
現
在
リ
サ
イ
ク
ル
に
回
さ
れ
る
太
陽
光

パ
ネ
ル
は
、
災
害
等
で
破
損
し
た
も
の
や

メ
ー
カ
ー
在
庫
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
て
発
生

す
る
不
良
パ
ネ
ル
が
ほ
と
ん
ど
で
、
耐
用
年

数
が
来
て
処
分
す
る
ケ
ー
ス
は
ま
だ
多
く

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
２
０
１
２
年
に
ス

タ
ー
ト
し
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
よ
り
急
激
に
普
及
し

た
太
陽
光
パ
ネ
ル
は
、
一
般
的
な
寿
命
が
20

年
程
度
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
10

年
後
の
２
０
３
２
年
ご
ろ
か
ら
大
量
の
廃
棄

が
始
ま
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
環
境
省
の

予
測
で
は
２
０
４
０
年
に
は
年
間
廃
棄
数

量
が
80
万
ト
ン
に
も
及
ぶ
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
構
成
す
る
部

品
の
う
ち
、
ア
ル
ミ
フ
レ
ー
ム
は
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
部
品
は

粉
砕
し
て
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
ま
た
セ
ル
シ
ー
ト
に
は
鉛
や
、
パ
ネ

ル
に
よ
っ
て
は
セ
レ
ン
な
ど
の
有
害
物
質
も

含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
廃
棄
可
能
な
埋
め

　

２
０
２
１
年
８
月
か
ら
は
、「
京
都
Ｐ

Ｖ
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」
が
稼
働
し
て

い
る
。
こ
の
施
設
で
は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル

を
リ
サ
イ
ク
ル
と
リ
ユ
ー
ス
に
選
別
。
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
パ
ネ
ル
は
ア
ル
ミ
フ
レ
ー

ム
と
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
ボ
ッ
ク
ス
＊
１
を
専

用
の
機
械
で
自
動
分
離
し
た
の
ち
、
ホ
ッ

ト
ナ
イ
フ
分
離
法
と
呼
ば
れ
る
技
術
を
用

い
、
強
化
ガ
ラ
ス
と
、
Ｅ
Ｖ
Ａ
で
封
止
さ

れ
た
太
陽
電
池
セ
ル
シ
ー
ト
と
の
接
着
面

を
３
０
０
度
の
高
温
に
熱
し
た
刃
物
で
剝

が
し
て
分
離
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
困
難
と

さ
れ
て
き
た
ガ
ラ
ス
を
割
ら
ず
に
板
状
で

回
収
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

  

「
ガ
ラ
ス
に
は
識
別
番
号
を
付
け
、
ガ
ラ

ス
の
材
料
と
し
て
再
資
源
化
し
ま
す
。
ま

た
セ
ル
シ
ー
ト
は
細
か
く
粉
砕
し
た
上
で
、

銀
、
銅
な
ど
に
分
離
し
そ
れ
ぞ
れ
再
資
源

化
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
埋
め
立
て
ゼ
ロ
を

ガ
ラ
ス
を
割
ら
ず
に
解
体

新
技
術
で
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
現

　

大
阪
府
高
槻
市
に
本
社
を
置
く
同
社
が

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
着

手
し
た
の
は
２
０
１
５
年
ご
ろ
。
将
来
起

こ
る
大
量
廃
棄
が
社
会
の
問
題
に
な
る
と

見
込
ん
で
の
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
。

  

「
２
０
１
５
年
か
ら
３
年
間
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

に
よ
る
太
陽
光
発
電
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
画
し
て
い
ま

す
。
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
太
陽
電
池
製

造
・
検
査
装
置
メ
ー
カ
ー
の
株
式
会
社
エ

ヌ
・
ピ
ー
・
シ
ー
が
開
発
し
た
解
体
装
置

を
用
い
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
各
素
材
を
分

離
し
て
、
当
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
で
再
資
源
化

ル
ー
ト
に
乗
せ
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト
と
環

境
負
荷
を
抑
え
た
再
資
源
化
プ
ロ
セ
ス
を

確
立
し
ま
し
た
」

埋
め
立
て
が
主
流
だっ
た
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
を
構
築― 

株
式
会
社 

浜
田

１
９
６
９
年
の
創
業
以
来
、
環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
企
業
と
し
て
産
業
廃
棄
物
処
理

事
業
や
ス
ク
ラ
ッ
プ
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
浜
田
で
は
、
近
年
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
注
力
。
業
界
初
と
な
る
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
自
動
分
離
処
理
に
よ

る
中
間
処
理
許
可
を
取
得
す
る
な
ど
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
大
量
廃
棄
が
予
測
さ
れ
る

将
来
に
備
え
た
事
業
拡
大
が
進
ん
で
い
る
。

営業部2課 係長

堀 智広 氏

さらなる普及拡大へ
太陽光発電の新潮流

特  集

＊1：発電した電気を外部に出力する端子ボックス
＊2：対象は事業用太陽光発電事業者や買取認定を受けた事業者、買取義務を持つ電気事業者

10kW未満の家庭用太陽光発電は対象とならない

図 . 太陽光パネル リサイクルフロー

自
動
化

パネル
アルミフレーム

ジャンクションボックス

リサイクル

リサイクル

約300度のホットナイフで、ガラスとセルシートを分離する
アルミニウム枠 銀電極 セル

強化ガラス
ホットナイフ

バックシート EVA 配線材

分
離

セル/EVAシート

ガラス

ガラス/セル/EVA

ガラスメーカー
不純物が無く
選別工程不要・
リサイクル可能

精錬会社
溶解後Ag等抽出

リ
サ
イ
ク
ル
事
例
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『月刊HOUSING』編集長・リクルート
住まい研究所主任研究員などを経て
フリージャーナリストに。マンション
購入・戸建て建築・リフォームと自邸
で実践しながら、国内外で取材・コン
サルティング活動を行う。

藤井 繁子住生活ジャーナリスト

住宅業界の旬な話題をお届けします！住宅業界の旬な話題をお届けします！ここでちょっと一息

バーチャル空間と現実空間、住宅見学もゲーム感覚に
ゲーム空間のAI技術を実空間に応用

　東京大学生産技術研究所が4月、「インタースペース研究
センター」を設立（センター長：野城智也教授）。デジタ
ル空間記述、建築・都市空間、ゲームAI、木質構造デザイ
ン工学など多分野の専門家が集結する研究拠点です。イン
タースペースとは、サイバー空間＊1とフィジカル空間の境
界領域。研究所主催のフォーラムに、三宅陽一郎氏（スク
ウェア・エニックス社）が登壇。「次世代空間記述における
ゲームエンジンの応用可能性」を紹介、デジタルツイン＊2

が実生活にも展開するであろう将来を実感させられました
（ゲームをしない私は、取り残される恐怖感と共に）。
　現実空間にある建築・都市をサイバー空間上に再現する
デジタルツイン化といえば、国土交通省の「Project 
PLATEAU （プラトー）」。本誌2021年2月号で紹介しま
したが1年で情報も充実、PLATEAUのサイトを閲覧すれ
ば3D 都市モデルの今を垣間見ることができます。

バーチャル内覧やARシミュレーションも
　コロナ禍によって住宅営業のデジタル化は定着し、オンラ
インイベントの集客も盛況。モデルハウスはVR（バーチャル・
リアリティ＝仮想現実）で効率よく見学、AR（アグメンティッ
ド・リアリティ＝拡張現実）を利用したプレゼンテーションで、
施主とのコミュニケーションの質を高める企業も増えました。

　エクステリア業のタカショー社のWEBコンテンツ「VR
パーク」をのぞくと、デジタルマーケティングの充実ぶり
が確認できます。その一つ、ARによる無料シミュレーショ
ンアプリ「メタバガーデン」を使えば、実空間に商品をCG
合成し完成イメージを簡単に見ることができるのです。
　テクノロジーを駆使したハウジングテック企業として住
宅FCを展開するのは、JIBUN HAUS. 社（ジブンハウス、
2016年創業）。スマホでのVR内覧・見積もりなどにより
規格住宅を販売し、その加盟店数は143店（4月現在）。
バ ー チ ャ ル 住 宅 展 示 場「MY HOME MARKET」を
BIPROGY社（旧、日本ユニシス）と立ち上げ、楽天市場
に出店しネット販売にも挑戦。IT人材が不足する工務店に
AR/VR技術を使った住宅営業を支援します。

メタバース＊3に住宅展示場！？
　大和ハウス工業も「メタバース住宅展示場」を公開。主力
の戸建住宅商品「xevoΣ」などで展開し、場所の制限なく、
アバターを用いて同社担当者と会話しながら見学できるもの
です。

　将来の住まいづくりを想像すると、サイバー空間でアバター
営業担当が接客し、メタバースに建てたリゾート豪邸で暮
らし、テレワークする… くつろぎや癒やしといった感覚、
脳をコントロールできればリアルな建物は必要なくなるの
でしょうか。

商品紹介動画や現
場事例などの他、
展示会をそのまま
VR 化。動画解説
もかなり充実し、プ
ロ・エンドユーザー
共に使えるツール
となっている

【タカショー VRパーク】

＊1 サイバー空間：コンピュータやネットワーク上に構築された仮想空間のこと
＊2 デジタルツイン：現実世界から収集した様々なデータをデジタル空間上にコピーし、再現する技術
＊3 メタバース：仮想空間の一種で2021年以降新たに参入した人々が集まっている商業的な空間が主にそう呼ばれる

2021年度、56 都
市 の3D 都 市 モ デ
ルのオープンデー
タ化が完了。今年
度の利用プロジェ
クト案件は、都市
計画や防災など50
件以上を採択

【Project PLATEAU（国土交通省）】

接客するアバ
ターは担当者
の 画 像 モ ニ
ターでリアル
感もあり

【メタバース住宅展示場（大和ハウス工業）】

（左）バーチャルモデルハウス。内装材のシミュレーションや照明の
調光などもできる精度　（右）ARを活用しスマホなどをかざせば、
実際の土地に完成イメージが現れる。中から外の景色も確認可能。
多人数同時接続によるバーチャルモデルハウスツアーも計画中

【JIBUN HAUS. 】
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本　　社  ● 東京都千代田区外神田
  3-6-4 OSビル5Ｆ
創　　業  ● 2000年
資 本 金  ● 1,000万円
従 業 員  ● 25名
事業内容  ● 人材派遣業

ス
管
理
補
助
な
ど
様
々
な
業
務
が
あ
る
。
今
で
は

東
京
ガ
ス
関
連
が
６
割
、
そ
れ
以
外
が
４
割
と
い

う
業
務
構
成
だ
。

人
は
元
気
だ
か
ら
働
く
の
で
は
な
く

働
く
か
ら
元
気
に
な
れ
る

—

同
社
の
就
業
率
は
35
％
と
他
の
派
遣
業
と

比
較
し
て
非
常
に
高
い
。
そ
の
秘
密
は「
人
は
宝・

人
は
財
産
」
と
い
う
考
え
の
下
、
派
遣
ス
タ
ッ
フ

の
体
力
や
働
く
目
的
に
合
わ
せ
た
働
き
や
す
い
会

社
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
点
に
あ
る
。
そ
の
一
つ

が
「
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
だ
。
た
と
え
一
人

で
回
せ
る
シ
フ
ト
で
も
２
～
３
人
を
割
り
当
て
る

こ
と
で
、
誰
か
に
急
な
体
調
不
良
が
起
き
て
も
別

の
人
が
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
。
派
遣
先
企
業
に
と
っ

て
も
リ
ス
ク
軽
減
に
つ
な
が
る
の
で
安
心
だ
。

  「
60
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

優
先
し
た
い
就
業
条
件
と
し
て
給
与
額
よ
り
働

き
や
す
さ
を
重
視
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
当

社
の
派
遣
ス
タ
ッ
フ
は
年
金
併
用
型
で
、
無
理
な

く
週
２
～
３
日
働
い
て
充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ

と
を
求
め
て
い
る
方
が
多
い
の
で
、ニ
ー
ズ
に
マ
ッ

チ
し
た
働
き
方
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
社
会
経
験

豊
富
な
彼
ら
な
ら
、
言
葉
遣
い
や
身
だ
し
な
み

が
重
視
さ
れ
る
環
境
で
も
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
、

即
戦
力
に
も
な
っ
て
く
れ
る
。
上
司
と
は
違
う
立

場
の
た
め
若
手
社
員
の
良
き
相
談
相
手
で
も
あ

り
、
派
遣
先
企
業
側
か
ら
重
宝
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。
高
齢
者
を
雇
う
上
で
は
健
康
面
へ
の
懸
念

も
あ
り
ま
す
が
、
健
康
管
理
研
修
や
運
転
適
性

検
査
を
行
い
、
き
め
細
か
な
フ
ォ
ロ
ー
も
欠
か
し

ま
せ
ん
」

—

「
人
は
元
気
だ
か
ら
働
く
の
で
は
な
く
、
働

く
か
ら
元
気
に
な
れ
る
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、
社
会

の
中
で
高
齢
者
の
働
く
機
会
を
創
出
し
続
け
る
同

社
。
村
関
氏
自
身
も
高
齢
社
に
来
て
か
ら
、「
は
」

「
げ
」「
あ
」「
た
」「
ま
」（
は、

た
ら
く
か
ら
げ、

ん
き

に
な
る
、
あ、

か
る
く
た、

の
し
く
ま、

え
む
き
に
）を

モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
る
と
い
う
。

  

「
当
社
の
派
遣
ス
タ
ッ
フ
の
平
均
月
収
は
10
万

か
ら
15
万
円
。
働
く
こ
と
で
新
し
い
仲
間
が
で

き
、
年
金
で
は
な
く
給
料
か
ら
孫
に
お
小
遣
い
を

渡
せ
る
こ
と
な
ど
が
大
き
な
満
足
感
と
生
き
が
い

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
働
い
て
元
気
に
な
る

高
齢
者
が
増
え
れ
ば
、
医
療
費
の
抑
制
に
も
つ
な

が
る
は
ず
で
、
高
齢
化
社
会
が
抱
え
る
様
々
な
問

題
の
解
消
も
望
め
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

—

元
気
な
高
齢
者
が
増
え
る
一
方
、65
歳
定
年

制
度
は
簡
単
に
は
変
え
ら
れ
な
い
。そ
こ
で
、貴
重

な
人
材
に
は
高
齢
社
を
活
用
し
、
派
遣
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
同
じ
企
業
で
働
き
続
け
て
も
ら
う
と
い
う

ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
る
。今
後
は
様
々
な
背
景
を

持
つ
派
遣
ス
タ
ッ
フ
の
や
り
た
い
仕
事
を
あ
っ
せ

ん
で
き
る
よ
う
、
新
規
業
務
の
開
拓
に
注
力
し
て

い
く
と
い
う
。働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
全
員
に

仕
事
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
さ
ら
に
就
業
率
を
上

げ
て
い
き
た
い
と
展
望
を
語
っ
て
く
れ
た
。

付 加 価 値 創 造 に 挑 戦

注 企業を訪ねる

を
す
る
に
は
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
土
日
の
業
務
が
多
く
、
社
員
の
や
り
く
り
が

大
変
で
し
た
。
そ
こ
で
東
京
ガ
ス
の
Ｏ
Ｂ
の
力
を

借
り
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
の
で
す
。
そ
れ
に
よ

り
現
役
世
代
の
負
担
軽
減
に
加
え
、
ス
キ
ル
を
持

つ
Ｏ
Ｂ
の
活
躍
の
場
に
も
つ
な
が
る
と
確
信
し
、

Ｏ
Ｂ
25
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
」

—

各
種
ガ
ス
設
備
の
点
検
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な

ど
に
も
、
ガ
ス
関
連
の
免
許
を
持
つ
東
京
ガ
ス
Ｏ

Ｂ
を
派
遣
し
た
。
設
立
当
初
は
、
こ
う
し
た
ガ
ス

関
連
の
派
遣
業
務
が
中
心
だ
っ
た
。

  

「
や
が
て
、
社
名
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
や
定
年
後
の

世
代
が
活
躍
し
て
い
る
な
ど
で
注
目
が
集
ま
り
、

Ｏ
Ｂ
以
外
の
高
齢
者
の
応
募
が
増
え
ま
し
た
。
そ

こ
で
ガ
ス
関
連
以
外
の
、
高
齢
者
な
ら
で
は
の
業

務
開
拓
に
も
着
手
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
レ
ン
タ

カ
ー
事
務
所
で
の
受
付
業
務
で
す
。
早
朝
の
営
業

は
現
役
世
代
に
は
負
担
が
大
き
い
も
の
で
す
が
、

朝
に
強
い
高
齢
者
に
は
適
し
た
業
務
で
す
。
ま
た

最
近
で
は
横
乗
り
業
務
も
人
気
で
す
。
家
電
修
理

な
ど
の
担
当
者
が
車
移
動
す
る
際
、
助
手
席
に

乗
っ
て
待
機
す
る
仕
事
で
、
必
要
に
応
じ
て
車
を

移
動
さ
せ
ま
す
。
肉
体
的
な
負
担
は
軽
く
、
運
転

免
許
さ
え
あ
れ
ば
で
き
る
高
齢
者
向
け
の
ユ
ニ
ー

ク
な
仕
事
で
す
」

—

他
に
も
マ
ン
シ
ョ
ン
や
駐
車
場
の
管
理
業

務
、
ス
ー
パ
ー
の
各
種
業
務
、
ゴ
ル
フ
場
の
コ
ー

現
役
世
代
の
負
担
軽
減
を
目
指
し

東
京
ガ
ス
Ｏ
Ｂ
が
立
ち
上
が
る

—

「
定
年
を
迎
え
て
も
、
気
力
・
体
力
・
知
力

の
あ
る
方
々
に『
働
く
場
』と『
生
き
が
い
』を
提

供
し
て
い
く
」。
そ
ん
な
経
営
理
念
を
掲
げ
る
人

材
派
遣
会
社
が
あ
る
。
一
度
聞
い
た
ら
忘
れ
ら
れ

な
い
社
名
を
持
つ
、
株
式
会
社
高
齢
社
だ
。
登
録

者
の
平
均
年
齢
は
71
歳
と
シ
ニ
ア
に
特
化
し
、
最

高
齢
は
84
歳
。
定
年
は
な
く
、
豊
か
な
知
識
と
経

験
そ
し
て
即
戦
力
と
な
る
資
格
を
持
つ
１
０
０
０

名
以
上
が
登
録
し
て
お
り
、
創
業
20
年
で
年
商

７
億
円
企
業
に
成
長
し
た
。

  

「
創
業
者
は
東
京
ガ
ス
出
身
で
、
東
京
ガ
ス
関

連
事
業
を
行
う
会
社
と
し
て
設
立
し
ま
し
た
。
ガ

ス
関
連
の
業
務
内
容
に
は
、
突
発
的
な
業
務
が
多

く
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
の
内
覧

会
で
の
説
明
で
す
。
ガ
ス
機
器
の
使
い
方
の
説
明

株
式
会
社 

高
齢
社

ワークシェアリングにより
派遣先企業と派遣スタッフを

マッチング

知識と経験豊かな高齢者に特化した
人材派遣会社

人材不足から医療費の抑制まで
高齢化が抱える社会課題も解決

ここが注目ポイント

定年を迎えたベテラン勢が活躍中
“働く場”と“生きがい”を提供する
最高齢84歳の人材派遣会社

代表取締役社長

村関 不三夫 氏

平均年齢  71.2 歳 就労率  34.7％

年齢
人数

60～64
45

～59
6

70～74
443

65～69
360

80以上
16

75～79
152

合計
1,022

就労中：355人
待機中：667人
合計1,022人

（2021年8月1日現在）
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高齢社で働く皆さん
コンビニエンスストアスタッフ制服の洗濯・アイロンがけ

ガス設備の点検助手席待機

高齢社登録者年齢分布

知識や経験が豊富

成熟した人間性

働く日や時間に
制約が少ない

程よい就労時間

年金併用型の収入

即戦力が欲しい

アドバイザーが
欲しい

休日手当など
コストを削減したい

欲しい時間に確実に
労働力を獲得したい

派遣スタッフ

経験や知識を生かせる
仕事を紹介

早朝や
土日の仕事も紹介

2人以上で仕事を分担

平均週3日の勤務体制

高齢社

生きがいと
居場所を得られる！

派遣先企業

優秀な人材を欲しいときに
確実に獲得！

高齢者の特性を生かして
柔軟にマッチング

派遣スタッフと派遣先企業がWin-Winの関係を築く
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　林野庁では、2010年の「公共建築物等における木材
の利用の促進に関する法律」の施行以降、年度ごとの公
共建築物の木造率（床面積ベース）を試算しており、今
回2020年の結果を公表した。
　それによると着工された公共建築物全体の木造率は前
年度より0.1％上昇し、13.9%となった。建築主別でみ
ると「国」は下落したものの、「都道府県」「市町村」「民間・
個人」は、それぞれ上昇した。
　また、3階建て以下の低層の公共建築物については木
造率が1.2%増の29.7%となり、建築主別でもすべてに
おいて上昇している。ただし都道府県別の木造率では、
全国平均値未満が16都府県あり、その多くが関東および
近畿などの大都市圏だった。
　国の基本方針では、公共建築物について、低層のものに

限らずコストや技術の面で困難な場合を除き、積極的に木
造化を促進するとともに、公共建築物だけでなく、民間建
築物を含む建築物一般での木材利用を促進している。また、
木造率が低い都市部などでも木材利用が進むよう、建築物
におけるさらなる木材利用の促進に取り組むとしている。

　資源エネルギー庁は、各種エネルギー関係統計などを
基に、2020年度の総合エネルギー統計確報を作成し、
エネルギー需給実績として取りまとめた。
① 需要動向 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◎ 最終エネルギー消費は前年度比6.7%減。うち石炭は
同14.7%減、都市ガスは同8.8%減、石油は同7.1%
減、電力は同1.5%減であった。 

◎ 家庭部門は、新型コロナウイルス感染症拡大による
在宅時間増の影響などから前年度比増加。企業・事
業所他部門は、ほぼすべての製造業で生産量が減少
した影響などから減少。 

② 供給動向 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◎ 一次エネルギー国内供給は、前年度比6.1%減。化石
燃料は7年連続で減少。再生可能エネルギー（水力含
む）は8年連続で増加が続く一方、原子力は2年連続
減少。再生可能エネルギー（水力を除く）は、太陽光
発電がけん引し、前年度比7.2%増（図：発電電力量）。

◎ 発電電力量は前年度比2.0%減（1兆8億kWh）。非化
石電源の割合は23.7%（前年度比0.7%ポイント減少）。 

◎ エネルギー自給率（IEAベース）は、前年度比0.8%
ポイント減の11.2%。 

③ CO２排出動向 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◎ エネルギー起源CO2排出量は、前年度比5.9%減、
2013年度比21.7%減で7年連続減少となる9.7億ト
ンとなり10億トンを下回った。 

◎ 電 力 の CO2原 単 位 は、前 年 度 比0.3% 改 善 し、
0.47kg-CO2/kWh。

我が家は持ち運びできる小型の太陽光パネルを持っています。災害時の非常
電源のために蓄電池と一緒に購入しましたが、幸いなことにまだ出番はあり
ません。特集をきっかけに一度稼働してみようと思い、発電にチャレンジ。
しかしこれが難しいのです。簡単に発電できると思っていましたが、日射量
を確保し最適な角度で光を当てなければ発電できず、設置するだけで大汗です。
買って満足する性格を改めなければ、と思う一日でした。（S）

編
集
後
記

表紙：住友林業（株）住宅・建築事業本部　神奈川西支店　厚木展示場

＊ 家具などのインテリア品は実際の展示と
　 異なる場合があります

2020年度の公共建築物の木造率は13.9％に
－林野庁

2020年度のエネルギー需給実績の取りまとめを公表
－資源エネルギー庁

①

①

編集室より

■ 送付先の変更、広告掲載・誌面に対するご意見などは
 以下までご連絡ください。

メールアドレス：kenzai-monthly@sfc.co.jp
FAX：03-3214-3263
住友林業株式会社 木材建材事業本部 業務企画部

■ 弊社ホームページにPDF版を掲載中です。
   https://sfc.jp/treecycle/mokuzai_distro/kenzaimonthly.html

住友林業　建材マンスリー

今月のニュース

※ 「公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律」は2021年に一部改正され、「脱炭素社会の実現に資する等のための建築物等における木材の利用の促進に 
 関する法律」に変わるとともに、法の対象が公共建築物から建築物一般に拡大した

● 木造率の推移

図：電力発電量

0

10

20

30

40

50
（％）

43.2

8.3

2010

17.9

41.6

8.4

2011

21.3

41.0

9.0

2012

21.5

41.8

2013

21.0

40.3

2014

23.2

41.8

2015

26.0

42.3

2016

26.4

41.9

2017

27.2

42.7

2018

26.5

43.9

2019

28.5

2020（年）

■ 建築物全体　　■ 公共建築物　　■ 低層の公共建築物
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43.5

13.9
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年　度 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 前年度比
増加率（％）

発電電力量（億kWh）
　前年度比（％）

10,845
（＋0.6）

10,583
（▲2.4）

10,404
（▲1.7）

10,514
（＋1.1）

10,598
（＋0.8）

10,501
（▲0.9）

10,216
（▲2.7）

10,008
（▲2.0）（▲2.0）

原子力 93 0 94 181 329 649 638 388 （▲39.2）
石　炭 3,571 3,544 3,560 3,448 3,473 3,324 3,266 3,102 （▲ 5.0）

天然ガス 4,435 4,552 4,257 4,351 4,211 4,028 3,815 3,899 （＋2.2）
石油など 1,567 1,161 1,006 999 889 727 641 636 （▲ 0.8）
水　力 794 835 871 795 838 810 796 784 （▲ 1.5）
太陽光 129 230 348 458 551 627 694 791 （＋14.0）
風　力 52 52 56 62 65 75 76 90 （＋17.8）
地　熱 26 26 26 25 25 25 28 30 （＋5.1）

バイオマス 178 182 185 197 219 236 261 288 （＋10.3）
［非化石発電比率（％）］［11.7］［12.5］　［15.2］［16.3］　［19.1］［23.1］［24.4］［23.7］

［再エネ発電比率（％）］［10.9］［12.5］　［14.3］　［14.6］［16.0］［16.9］［18.2］［19.8］
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2022年3月の新設住宅着工戸数　単位：戸　▲は減
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（出典：国土交通省ホームページ　http://www.mlit.go.jp/statistics/details/jutaku_list.html）

2021年度
新設住宅着工戸数：
865,909戸
前年度比6.6％増

3年ぶりの増加
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